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A.研究目的 
EGID の治療は EoE では PPI の投与、吸入
ステロイド薬の嚥下、ステロイド全身投
与などがあり、EGE ではステロイドの全
身投与が基本となる。診断も含めこれら
の治療における診療ガイドライン作成が
必要である。 
一方で我々は炎症性腸疾患（IBD）の診断
基準、鑑別診断に関する研究を継続して
おり、その成果は我が国の IBD 診断基準
の作成にもつながっている。EGID と IBD
の鑑別に関しても進めているが、いずれ
もステロイドの使用が必要となる症例は
存在する。骨粗鬆症や中心性肥満、糖尿
病などの副作用に関しても EGID 症例の
臨床における課題は残されており、これ
らを明らかにすることが求められる。 
加えて、近年食物抗原除去による改善症
例の存在が明らかとなってきた。多種食
物除去と原因食物の同定は根本治療とし
て期待される。無投薬での寛解維持が可
能となるが、本治療においての症例の集
積を要する。 
また EGID における関連性遺伝子および
統合オミックス解析のため、京都大学へ
継続して症例の登録や血液の郵送を行っ

ている。これにより病因の解明や新たな
診断体系、また治療法の確立が目標とさ
れる。 
 
B.研究方法 
診断や治療における Clinical Question
（CQ）を設定し、論文からエビデンスレ
ベルや推奨度を取り決め、ガイドライン
を作成する。 
また以前より EGID は食物アレルギーが
疑われてきた。特に EoE においては牛乳
や卵、小麦などの食物除去で改善が得ら
れることが報告されている。よって、こ
れらの 6FED 症例に注目が集まってきて
いる。従来のステロイド使用症例の長期
予後や QOL、合併症発生率などとの比較
検討を行う必要がある。特に EGID におけ
る持続型、間歇型症例が重要となってく
る。そこで我々はそれらの症例において
のステロイド治療症例の集積を行う。 
また近年、EGID の医療従事者の認知度は
急速に高まっている。近医や関連施設で
の診断、紹介症例も増えている。当院診
断症例、紹介症例に対して本人へ説明、
同意のうえ可能な限り京都大学へ遺伝子
や統合オミックス解析のため症例を登録、
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血液検体を郵送する。 
 
(倫理面への配慮) 
説明、同意を得ており倫理面への配慮は
十分に行った。 
 
C.研究結果 
Minds 準拠ガイドラインにおいてシステ
マティックレビュー（SR）をすすめるた
めの診断、治療法などにおいての
Clinical Question（CQ）の確定後、各種
治療法のエビデンスレベルも決まり、診
療ガイドラインが作成されてきた。 
6FEDやステロイド治療が行われる症例は
中等症から重症例が中心となると思われ
る。特に重症持続型が最も重要となる。
当院においてステロイド使用症例はある
ものの、その多くは間歇型でありステロ
イドの中止が可能であった。このような
症例も持続型となる可能性もあると思わ
れ、厳重なフォローを行っている。また
現時点で明らかなステロイドの副作用を
引き起こした成人症例は当院ではなかっ
た。 
EGIDに対する医療従事者の認知度が増し
ており、EGID に関して以前より確信を持
って積極的に生検が行われている。結果
として EGID と診断される症例の増加、紹
介が増えつつあり、これらの症例を継続
して倫理面に配慮しながら遺伝子、統合
オミックス解析のため症例を登録、血液
検体を郵送した。 
 
D.考察 
以前と比較し近年 EGID 症例が増えてい
るが、EGE 症例と比較し、EoE 症例の増加
が著しい。症例の増加に伴い、その実態
が判明してくると思われる。検査、診断、
またステロイドの使用などについての議
論も決まり、ガイドラインが作成される
ことにより、今後診療体制が確立される
ものと考える。しかし、比較的稀な疾患
である EGID 症例であるが、中に重症例や
治療に難渋する症例が存在する。持続型
症例やステロイド依存症例などの集積、
また 6FED の施行は今後の課題となると
思われる。 
遺伝子や統合オミックス解析による病態
解明は継続して行われており期待がかか
る。 

 
E.結論 
EGID の診断症例は増えており、診療ガイ
ドラインも定まってきた。症例増加によ
り病態解明とともに治療法の確立が進め
られているが、今後 6FED やステロイドの
治療効果や副作用、長期予後などは課題
を残している。また EGID に対する病因の
解明や新たな診断体系、また治療法の確
立のため関連性遺伝子および統合オミッ
クス解析目的に京都大学へ症例の登録や
血液の郵送を継続している。 
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